
■年間指導計画参考資料 令和２年度使用教科書 上巻「わたしと せいかつ」 日本文教出版株式会社

　〇具体的な活動や体験を通して学ぶ生活科の教科特性や，低学年という発達段階，家庭環境の多様さを踏まえると，生活科の学習は，できるだけ学校で行うことが望ましいと考えます。

　○学校での授業を想定した時数と，授業以外の場で行うことが考えられる学習活動の時数を小単元ごとに示しています。それらを足すと，[○＋○]で示された単元の配当時数になります。

学習活動（学校での授業を想定）
授業
時数

学校の授業以外の
場において行うこと
が考えられる教材・
学習活動

授業以
外での
時数

感染防止策を踏まえた手立て

指導順序を変更することが考え
らうる，または次学年，次々学年
へ移すことが考えられる教材，
学習活動

○みんな なかよし
　（p.6-7）
・小学校に入学して，喜びと不安が入り混
じっているこの時期，楽しく，安心して小学
校生活がスタートできるようになる。
・１年生になった喜びを感じながら，自分自
身と身近な先生や友だちと仲良く関わるこ
とができる。

1

・両手を広げて当たらない距離
を基本として活動できるよう習慣
化させる。
・遊びについては，場の共有（運
動場，教室などを行うが，遊び
の共有（接触があるのような遊
び）は避ける。

○じぶんで できるよ
　（p.8-9）
・学校に着いてから朝の準備のしかたがわ
かるとともに，朝の会では元気よくあいさつ
できるようになる。
・幼児教育段階での生活のしかたと比較し
ながら，学校に着いた後の生活のしかたが
わかる。

1

・両手を広げて当たらない距離
をとる習慣を身につける。
・手洗いや声のボリュームなど，
スタートカリキュラムと関連付け
て，学校再開当初に習慣化させ
る。

○みんなで できるよ
　（p.10-11）
・みんなと一緒に行動したり，同じようにき
まりを守って行動したりできるようになる。
・学校生活でのきまりについて，どのように
行動すればよいか，考えようとする。

1

・机は動かさず，静かに食べる
こと。食後は静かに読書やお絵
かきなどをすることについて指
導する。
・「協力」は一緒に何かをするこ
とではなく，一緒に決まりを守る
ことである，といった視点をもっ
て指導する。

○あそぼう まなぼう
　（p.12-13）
・幼稚園，保育所，こども園での遊びの経
験を生かし，すすんで遊んだり学んだりし
ようとする。

2

・手をつないだり，体に触れた
り，ボール遊びをしたりといった
こと，あるいは同じものに触れる
ことなどは基本的に避けるよう
にし，接触の可能性を極力低く
したい。
【接触しない遊び例】
・かけっこ　・縄跳び　・折り紙
・ダンス　　・ケンケンパー

○じゅぎょうを たのしく
　（p.14-15）
・学習の基本的な約束やきまりを考え，授
業への期待感をもつ。
・意欲的に学んだり，主体的に授業に参加
したりできるようになる。

・距離のとり方や声の大きさなど
は，授業だけでなく休み時間に
もかかわることであるため，繰り
返し確認する。また，これらの
ルールなどについてはこれまで
の学習の振り返りとして子ども
の発言から引き出したい。

○みの まわりの あんぜん
　（p.16-17）
・学校や通学路の安全について考え，すす
んで安全な生活を心がけようとする。

・集団登下校については，前後
の間隔をしっかりとることについ
ても指導する。
・安心，安全とは，事故や不審
者などだけでなく手洗いなども
含め，ウイルスに対する安全対
策も同じように取り扱う。

◯いろいろな ところへ　いって みよう
　（p.20-21）
・みんなで学校を探検して，幼稚園，保育
所，こども園と，小学校の施設や設備の違
いに気付き，「小学校ってどんなところだろ
う」「どんな人がいるんだろう」「見てみたい
な，聞いてみたいな」という思いをもつこと
ができる。

1

・整列のしかたは，両手を広げ
て当たらない距離を基準にし，ク
ラスやグループで回る場合もそ
の基準に基づき活動させる。

◯じぶんたちで たんけん
　しよう
　（p.22-23）
・自分たちで計画をたてて学校探検をし，
学校にはいろいろな場所やものがあること
や，いろいろな仕事をしている人がいること
に気付き，自分なりに考えることができる。

2
・他学年との交流はなるべく避
ける。

◯こうていを たんけんしよう
　（p.24-25）
・校舎の外の学校探検をして，学校にはい
ろいろな施設や設備があることに気付くこ
とができる。

2

・安全の配慮から校舎外におい
ても死角がない範囲での探検を
行う。
・気温に応じて水筒も持参させ
る。

単元名，ページ数と目標
［配当時数］
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教科書p.４-17
［８］
※通常配当時数（８）

・初めての学校生活で，
先生や友だちと関わりな
がら，施設や生活のしか
た，登下校に慣れ，安心
して楽しく生活できるよう
になる。

教科書p.18-33
［９＋１］
※通常配当時数（10）

・学校を探検する活動を
通して，たくさんの人・も
の・こととの出会い，関わ
りを繰り返していく中で,
学校を支えている施設や
設備，人，友だちのこと
がわかり,楽しく安心して
遊びや生活ができるとと
もに，６年間の小学校で
の学びについて考え，見
通しをもったり，希望を
もったりして，学校での自
分の生活を豊かに広げ
ようとする。
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◯がっこうに いる ひとに　あいに いこう
　（p.26-27）
・学校には，みんなで使うものがたくさんあ
ることや，図書室や保健室などの施設その
ものや施設・設備に携わっている人々がお
り，たくさんの人の支えによって学校生活
が成り立っているということに気付くことが
できる。

1
・他学年との交流はなるべく避
ける。

◯みんなの つうがくろを　あるいて みよう
　（p.28-29）
・通学路の様子や安全のために気をつけ
ることやきまり，そしてその安全を守ってい
る人々などについて考え，いろいろな人の
支えによって学校生活が成り立っているこ
とに気付くことができる。

1
・日々の登下校で学
んだことをいかす。

1

・通学路の見守りボランティアな
どは高齢者の方が多いため，イ
ンタビューをするときは十分に
配慮する。
・インタビューを行うときは，LINE
やZOOMなどを活用する。
・給食室を見学するときは事前
に打ち合わせをして安全な範囲
を確認し，ビニールテープなどを
使って見学スペースをつくってお
く。

◯たんけんで みつけた　ことを はなそう
　（p.30-31）
・自分たちの学校生活を支えている人々や
見つけたもの，ことについて考え，楽しく安
心して学校生活を送ることができる。
・学校探検で見つけたこと，気付いたことを
自分なりの方法でみんなに伝えることがで
きる。

2

・発表や交流については，言葉
だけでなく，ホワイトボードなど
を使って絵による補助的な資料
もつくらせて活用する。
・全体の場での発表の時は，マ
イクを使い，大きな声で話さなく
てよいような場の設定を行う。

○がっこうの ひみつを　　もっと さがそう
　（p.32-33）
・子どもたちが繰り返し関わってきた学校
のもの，人，ことへの思いが醸成され，「○
○したい」「もっと○○したい」という思いを
もつ。
・子どもたちの思いを体現し，さらに体験と
表現の相互作用で気付きの質を高めてい
く。

－

・日常生活や他教科等の学習，
休み時間などでも，学校生活で
これから取り組みたいことへの
意欲付けを図り，次の学習活動
への課題を主体的にもてるよう
にする。

※時数設定なし。適宜取り扱う。
取実態に合わせて判断し，次の
学習に進む。

○そだてる はなを きめよう
　（p.36-37）
・入学前の栽培経験や学校探検などで植
物と関わった経験をもとに考え，知ってい
る花や好きな花の名前を発表することがで
きる。
・花をきれいに咲かせたいという思いをもっ
て，育てたい花を決めることができる。

1

・家庭との連携を図
り，幼児期の栽培体
験や家庭での栽培
などから育ててみた
い花を家の人と話し
合う。
・話し合った内容
は，付箋や簡単なミ
ニ学習カードにまと
める。

1
・時期に合わせていくつかの種
を子どもに提示する。

○たねを まこう
　（p.38）
・土づくりなどの準備をして，思いを込めて
種をまくことができるとともに，自分なりに
考えて，その様子を絵や文で表現すること
ができる。

2

・種まきの時は半円形で二重に
なったり，植木鉢をあらかじめ置
くなど場所の設定をするなどし
て密集しないようにする。
・種まき後は，植木鉢と植木鉢
の間を十分に開けて置き，観察
をする際に適切な距離を保ちな
がら観察できるようにする。

○せわを しよう
　（p.39）
・世話をして発芽を待つことで花への思い
を深めるとともに，発芽のしかたや子葉の
形などに気付き，喜びとともに気付いたこ
とを伝え合うことができる。

・小さなホワイトボードに工夫し
ていることなどを書かせ，教室
に掲示しておくことで，互いの工
夫を共有することができる。

○せわを つづけよう
　（p.40-41）
・水やりや観察を通して，成長や変化に気
付くことができる。成長に応じた世話のしか
たがあることを知り，観察をもとに考え，愛
着をもって必要な世話を行うことができる。

・相談や友だちとの交流の際
は，距離と声の大きさなどにつ
いて気を付ける。

○さいた はなを たのしもう
　（p.42-43）
・自分が世話をしてきた植物の花が咲いた
喜びを味わい，花を観察して特徴に気付い
たり，植物に対して親しみを深め，花を使っ
て思い出に残る作品をつくったりすること
ができる。

2

・たたき染めや押し花などは，図
工の学習と関連付けて行うこと
で，双方の学びを深めるととも
に時数の削減，効率化につなげ
る。

・育てる花に応じて他の時期へ
の移行が可能。
例
6月
アサガオ　けいとう　コスモス
サルビア　マリーゴールド
百日草　ひまわり　ベコニア
7月
ラベンダー　コスモス
ハボタン　ひまわり　ルピナス
8月
コスモス　カンパニュラ
カーネーション　ストック
なでしこ　パンジー
9月
アスター　ベゴニア　花菱草
カーネーション　スイートピー
金魚草　カスミソウ
10月
アスター　ラベンダー
ペチュニア　べにばな　金魚草
花菱草　カーネーション
スイートピー　桔梗
キンセンカ

4

教科書p.18-33
［９＋１］
※通常配当時数（10）

・学校を探検する活動を
通して，たくさんの人・も
の・こととの出会い，関わ
りを繰り返していく中で,
学校を支えている施設や
設備，人，友だちのこと
がわかり,楽しく安心して
遊びや生活ができるとと
もに，６年間の小学校で
の学びについて考え，見
通しをもったり，希望を
もったりして，学校での自
分の生活を豊かに広げ
ようとする。
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教科書p.34-47
［13＋１］
※通常配当時数（14）

・自分で決めた植物を種
から育てることで，植物
への思いをもって世話を
することができるようにす
る。
・植物の変化や成長の様
子に気付くとともに，生命
の不思議さにふれ，植物
も自分たちと同じように
命をもって成長しているこ
とに気付き，親しみをもっ
て大切にしようとする。
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○たねを とろう
　（p.44）
・種の付き方や実の様子を観察した後，一
粒の種からたくさんの種ができる不思議さ
や生命のつながりに気付くことができる。
・土の中では根が伸びて，植物の成長を支
えていたことに気付くことができる。

1
・種の採取にあたっては，手洗
いについて改めて確認する。

○いままでを ふりかえろう
　（p.45）
・「発見カード」の記述をもとに，これまでの
世話や成長を振り返ることができる。
・育ててきた植物の種やつるなどで，思い
出に残る作品をつくることができるととも
に，自身の成長に気付き，次の栽培への
見通しをもつ。

2

○あきからも
　そだてて みよう
　（p.46）
・秋まきの植物や球根に関心をもち，さら
に育てていきたいという願いをもち，育てる
ことができる。

1

○ みの まわりの くさばなを さがしに で
かけよう
　（p.47）
・既習体験を生かして身の回りの草花に関
心をもち，積極的に関わったり味わったり
する。

－
・校外学習や放課後
の遊びのなかで草
花の観察を行う。

・放課後に観察する可能性があ
ることを保護者に伝え，可能で
あれば同行してもらったり，手洗
いの徹底の協力を依頼する。

※時数設定なし。適宜取り扱う。

○はるや なつを みつけよう
（p.50-51）
・身のまわりの自然の様子から，校内（校
庭）の自然環境に興味・関心をもち，春か
ら初夏にかけての自然の変化に気付くこと
ができる。

3

・夏みつけをする範囲を設定し，
その範囲内で基本的に1人での
活動とする。「友だちとはどのく
らい離れていたらいいかな？」と
声をかけ，距離をとりながら夏
みつけをするよう支援する。

○はるや なつを かんじよう
　（p.52-53）
・諸感覚を使って身近な自然を観察・体験
したり，見つけたものや気付いたことを生
かして遊んだりする。
・活動を通して，春から初夏にかけての自
然の楽しさや不思議さに気付くことができ
る。

2
・休み時間，放課後
を活用して，学んだ
安全な遊びを行う。

1

・遊びを中心に設定すると接触
が増えるため，観察をメインに
置き，遊びについては接触しな
いような遊びを紹介したり，一人
で遊べる遊びを伝えたりする。

○あそんだ ことを　ふりかえろう
　（p.56-57）
・体験活動を通して得た気付きについて絵
や文，言葉などで表現し，友だちと伝え合
うことを通して，次の季節への活動につな
げようとすることができる。

2
・ペアやグループでの活動にお
いても両手を広げた距離を意識
させる。

○あめの ひを たのしもう
　（p.58-59）
・雨の校庭や公園と関わる活動を通して気
付いたことを, ほかの天気の様子と比べな
がら絵や文，言葉を通して表現することが
できる。
・友だちと伝え合うことで，雨の日の遊びの
楽しさや不思議さに気付くことができる。

1

・距離については「傘がぶつか
らない距離」といった表現を使う
とよい。

○なつを もっと たのしもう
　（p.60-61）
・水遊びや泥遊びなど季節の自然の特徴
を生かした遊びを通して夏を味わい，遊び
や遊びに使うものを工夫してつくり，その面
白さや自然の不思議さに気付き，友だちと
遊びを楽しむことができる。

3

・泥だんごづくりなど，一人でで
きて，なおかつ友だちと比べるこ
とができるような遊びが有効な
手立てである。

○なつやすみが やって くる
　（p.64-65）
・小学生になって初めての夏休みを充実し
たものにするために，してみたいことをす
すんで考え，夏休みを楽しみにすることが
できる。

1

・夏休みのチャレン
ジや頑張りカードな
どは家庭と連携して
学習し，２学期の初
めにクラスで共有す
る。

1

・夏休みの短縮も予想されるた
め，「夏休みがんばりカード」の
ような，夏休みの1行日記ととも
に指導することで，具体的な計
画性を持たせる。

○生きものに あいに いこう
　（p.68-69）
・身近な生き物に関心をもち，生き物探しを
する。
・生き物それぞれのすみかや特徴に関心
をもち，どの場所にどのような生き物がい
るか気付くことができる。

2

・生き物がいそうな場所を子ども
たちに予想させ，いくつかの場
所を決める。少人数で最終活動
を行う。

・育てる花に応じて他の時期へ
の移行が可能。
例
6月
アサガオ　けいとう　コスモス
サルビア　マリーゴールド
百日草　ひまわり　ベコニア
7月
ラベンダー　コスモス
ハボタン　ひまわり　ルピナス
8月
コスモス　カンパニュラ
カーネーション　ストック
なでしこ　パンジー
9月
アスター　ベゴニア　花菱草
カーネーション　スイートピー
金魚草　カスミソウ
10月
アスター　ラベンダー
ペチュニア　べにばな　金魚草
花菱草　カーネーション
スイートピー　桔梗
キンセンカ

・飼育する生き物に応じて配列
の変更可能。
ヤゴ・バッタ・ダンゴムシ・チョウ
など

・「秋からも育ててみよう」と関連
付けてまとめて学習に取り組む
ことでより相手意識をもつことが
できるとともに時数の削減を行
う。
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教科書p.34-47
［13＋１］
※通常配当時数（14）

・自分で決めた植物を種
から育てることで，植物
への思いをもって世話を
することができるようにす
る。
・植物の変化や成長の様
子に気付くとともに，生命
の不思議さにふれ，植物
も自分たちと同じように
命をもって成長しているこ
とに気付き，親しみをもっ
て大切にしようとする。
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教科書p.48-65
［12＋２］
※通常配当時数（14）

・年間を通して身近な自
然にふれながら，身体全
体を使って遊んだり，自
然を使って工夫して遊ん
だりする。
・活動を通して自然の不
思議さ，季節の変化に気
付き，遊びや生活を楽し
もうとする。
【季節のフィールドワーク
は，地域や学校の実情に
よって，実施できる場所，
回数などに差が出やす
い。
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教科書p.66-73
［６］
※通常配当時数（６）

・身近な生き物を探したり
観察したりしながら，その
特徴に気付くことができ
る。
・生き物に親しみをもち，
大切にしようとする。



○生きものと ふれあおう
　（p.70-71）
・身近にいる生き物や，学校で飼育してい
る生き物とのふれあいを通して，生き物の
特徴に気付くことができる。

2
・虫を飼育する場合は，ペットボ
トルなどを活用し，一人ひとずつ
観察できるようにする。

○生きものの ことを　つたえよう
　（p.72-73）
・これまでふれあってきた生き物の様子を
振り返ることを通して，自分が紹介したい
生き物の特徴を決め，うまく伝わる方法を
考え，伝え合うことができる。
・生き物に親しみをもち，自分なりに生き物
との関わりを継続しようとする。

2

・ワールドカフェ方式で発表会を
する場合は，フラフープなどを使
い，子ども間の距離をとるよう設
定する。
・全体で発表する場合はマイク
を活用する。

○あきを みつけよう
　　（p.76-77）
・身近な自然に興味をもち，春や夏に行っ
た校庭（公園）で諸感覚を使った自然の観
察や体験を通して自然に親しみ，秋の自
然の様子に気付くことができる。

1

○あきを かんじよう
　（p.78-79）
・身近な自然とふれあい，諸感覚を使って
春や夏と比べ，変わったところや変わらな
いところなどを観察しながら自然に親しみ，
秋の自然の特徴に気付くことができる。

2

○みつけた あきを　つたえあおう　（p.82）
・体験活動を通して得た気付きについて
カードや言葉を通して表現し，友だちと伝
え合うことで，春や夏の様子と比べたり，次
の活動につなげようとしたりすることができ
る。

1

・制作活動への見通しをもたせ
る。
・教科横断的に取り組むことで
学びを深めるとともに時数削減
と効率化を図る。

○あきの もので つくって あそぼう
　（p.84-85）
・集めた木の葉や実などを利用して，すす
んで遊びを考えて遊んだり，遊びに使うも
のを工夫してつくったりすることができる。

2

・家庭との連携を図
り，家の人と話し合
いながら，つくりたい
ものを考えたり，自
然の材料を集めたり
する。

2
・話し合いの時は班机にせず体
の向きだけをかけ，距離を保
つ。

○みんなで あそぼう
　（p.86-87）
・遊びを工夫したり，みんながつくった遊び
を体験したりすることを通して，秋の自然へ
の気付きをより深めたり，興味・関心を高
めたりすることができる。
・自然にあるものの面白さや不思議さに気
付き，活動を楽しむことができる。

2
・空き教室や体育館などを使用
し，一か所に密集しないよう配
慮する。

○あきを ふりかえろう
　（p.88）
・自然の中の諸感覚を使った体験や，自然
を使った遊びを思い出し，春・夏との違い
や自然の面白さ，不思議さに気付き，これ
からの生活に生かそうとしたり，次の活動
へつなげようとしたりする。

1

・家庭との連携を図
り，家の人と話し合
いながら振り返り
カードをかく。

1
・話し合いの時は班机にせず体
の向きだけをかけ，距離を保
つ。

○しょうたいしよう
　（p.90）
・「みんなで あそぼう」（教科書上p.86-87）
での体験をもとに，招待される人の立場に
立ってルールを考えたり，遊びを工夫した
り，遊びに使うものをさらにつくったりする。
招待した人と楽しく交流する。

2 　

・招待する対象，人数，場所，時
間などについて教員が事前に調
整しておく。
【別案】
おもちゃや作品を展示し，自由
に遊んでもらい，感想を書いて
もらう。
・書いてもらった感想を通して交
流したり，活動を振り返ったりす
る。

○ あきの 生かつを たのしもう
　（p.91）
・既習体験を生かして身の回りの自然（秋）
に関心をもち，積極的に関わったり味わっ
たりする。

－

・校外学習や放課後
の遊び，家庭生活な
どで，秋のよさや季
節の移り変わりを味
わう。

・放課後に観察する可能性があ
ることを保護者に伝え，可能で
あれば同行や，手洗いの徹底
の協力を依頼する。

※時数設定なし。適宜取り扱う。

・飼育する生き物に応じて配列
の変更可能。
ヤゴ・バッタ・ダンゴムシ・チョウ
など

生
き
も
の
と
 

な
か
よ
く
 

な
ろ
う

教科書p.66-73
［６］
※通常配当時数（６）

・身近な生き物を探したり
観察したりしながら，その
特徴に気付くことができ
る。
・生き物に親しみをもち，
大切にしようとする。

・夏の観察で活用したワーク
シートなどで振り返り，密集や密
着を避けることを再確認する。
・交流には模造紙や付箋などを
使い，掲示したものを個別で見
に行ったり，コーナーを設置した
りしてローテーションでまわった
りするなど，少人数で活動する
ようにする。

教科書p.74-91
［11＋３］
※通常配当時数（14）

・身近な秋の自然の中で
遊んだり，身体全体を
使って自然とふれあった
りする活動を通して，自
然の材料を使った遊びを
考えたり遊び方を工夫し
たりすることなどから季
節の変化や特徴，自然
の不思議さに気付き，遊
びや自身の生活を楽しむ
ことができる。

き
せ
つ
と
 

あ
そ
ぼ
う
ー

あ
き
ー



○１日の ことを　おもい出そう
　（p.94-95）
・家族及び自分が１日どのように家庭生活
を送っているのか関心をもち，家族に尋ね
たり，調べたりする活動を通して，家庭に
おいて自分ができることについて考え，自
分の生活と家族の生活との関わりに気付く
ことができる。

2
・家庭でインタビュー
を行い，授業で共有
する。

1
・インタビューの対象は保護者，
同居人などに限定する。

○できる ことを して みよう
 （p.96-97）
・家庭生活において行っていることについ
て，考えたり，伝え合ったりする活動を通し
て，新たに家庭で行いたいことを見つけ，
家族との関わり方を変えようとしたり，自分
の役割を新たに増やそうとしたりすること
ができる。

2

・話し合いの時は班机にせず，
体の方法する。
・コーナーを設置し，実演すると
きはフラフープやテープで線を
引くなどして密にならないように
する。

○これからも つづけよう
　（p.98-99）
・それぞれの家庭でできることを実行して，
気付いたことや感じたことを伝え合い交流
する活動を通して，家族の思いや願い，家
庭生活は互いを支え合うことで成立してい
ることなどを実感し，今後も自分の役割を
自覚してすすんで取り組もうとしたり，生活
のリズムや健康に気を付けた暮らしを継続
していこうとしたりすることができる。

2

・家庭との連携を図
り，家の人と話し
合って，これからも
続けたいことや，自
分ができそうなこと
を話し合う。

1

・報告については掲示スペース
や朝の会，帰りの会などを活用
し，発表が長時間にならないよ
う配慮する。

○むかしから つたわる　あそびを たのし
もう
　（p.100）
・いろいろな昔遊びがあること，地域ごとに
冬ならではの行事や文化があることを知
り，自分がやってみたい遊びや自分の地
域の行事や文化に関して知りたいことを考
える。また，実際に取り組んで感じたことや
気付いたことを自分の生活に取り入れよう
とすることができる。

－

・地域や家庭に協力
を依頼し，昔遊びを
一緒に楽しむなどの
交流をする。

・放課後に観察する可能性があ
ることを保護者に伝え，冬休み
期間を活用するなど協力を依頼
する。

・※時数設定なし。適宜取り扱
う。

○ふゆの 生かつを たのしもう
　（p.101）
・春，夏と比較するなどして身の回りの自
然（冬）に関心をもち，積極的に関わったり
味わったりする。

－

・放課後の遊び，家
庭生活などで，冬の
よさや季節の移り変
わりを味わう

・放課後に観察する可能性があ
ることを保護者に伝え，冬休み
期間を活用するなど協力を依頼
する。

・※時数設定なし。適宜取り扱
う。

○ふゆを みつけよう
　（p.104-105）
・身近な冬の自然を観察したり遊んだりす
ることを通して，これまでの季節と比べ，違
いなどを見つけながら，自然の不思議さや
冬の訪れなどに気付き，それを生かして遊
ぶことができる。

2

・休み時間や登下校
の時間，放課後の
遊びも活用し，冬み
つけを行う。

2

・休み時間にも積極的に声かけ
を行い，一緒に冬を探す。
・放課後にも冬みつけをすること
を保護者に伝え,可能な限り同
行してもらうことや安全に観察で
きるよう依頼する。

○ふゆを かんじよう
　（p.106-107）
・諸感覚を使って身近な冬の自然を観察・
体験したり，見つけたものや気付いたこと
を生かして遊んだりする活動を通して，冬
の自然の特徴，楽しさや不思議さに気付く
ことができる。

2

・夏や秋の観察で活用したワー
クシートなどで振り返り，密集や
密着を避けることを再確認す
る。
・交流には模造紙や付箋などを
使い，掲示したものを個別で見
に行ったり，コーナーを設置した
りしてローテーションでまわるな
ど，少人数で活動する。

○ふゆを 生かして あそぼう
　（p.108-109）
・自分が見つけた冬を使って，遊びや遊び
に使うものを工夫してつくり，その面白さや
自然の不思議さを感じたり気付いたりしな
がら遊びを楽しむことができる。

2
・これまでの学習で三密の環境
にならないような習慣が身につ
いているか，再度確認する。

○きせつの ちがいを　ふりかえろう
　（p.110-111）
・これまでの季節の遊びを振り返り，自然
の様子や自分たちの生活との関わりにつ
いて考え，四季の変化や特徴，以前よりも
みんなと楽しく遊ぶことができる自分自身
の成長などに気付き，それらを生かして生
活を楽しくしようとすることができる。

1

・これまで季節の違
いを生かして楽しく
遊んできたことや，
遊びが増えてきたこ
とを振り返って，自
分なりの方法で表現
する準備をする。

1 ・模造紙や付箋などを活用す
る。

○1年かんを ふりかえろう
　（p.116-117）
・入学してからこれまでの様々な思い出に
関心をもち，写真を見たり，友だちと話した
りしながら，１年間のできごとや自分や友
だちの成長を振り返ったり，成長を支えてく
れた人について考えたりすることができ
る。

2
・インタビューのしかたを学習す
るときは，距離や声の大きさな
どを確認する。

教科書p.114-123
［８＋２］
※通常配当時数（10）

・１年間の自分自身の生
活や成長を振り返る活動
を通して，自分は多くの
人々に支えられているこ
とや自分でできるように
なったことがあることなど
に気付くとともに，自分の
生活やこれまでの成長を
支えてくれた人々への感
謝の気持ちをもち，これ
からの成長への願いと期
待をもって生活しようとす
ることができる。

も
う
す
ぐ
 
2
年
生

教科書p.92-99
［６＋２］
※通常配当時数（８）

・家庭における自分や家
族の生活について考える
ことで，家庭での生活は
互いに助け合うことで成
立していることに気付き，
自分にできることを実行
したり，規則正しく健康に
気をつけて生活したりし
ようとする。

じ
ぶ
ん
で
 

で
き
る
よ

教科書p.100-113
［８＋２］
※通常配当時数（10）

・身近な冬の自然を観察
したり，遊びや遊びに使
うものをつくったりするこ
とを通して，自然の様子
や季節の変化，自然の
不思議さや遊びの面白さ
に気付くとともに，楽しみ
ながら遊んだり，遊びを
つくったりし，自分の生活
に取り入れることができ
る。

き
せ
つ
と
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○じぶんの せいちょうを　みんなに つた
えよう
　（p.118-119）
・１年生になって自分ができるようになった
ことや変わったことなどについて考え，自
分の成長や役割が増えたことに気付き，そ
れを自分なりにまとめて表現することがで
きるとともに，支えてくれた人々へ感謝の
気持ちをもつことができる。

2

・自分の成長などに
ついての調べ学習
は家庭と連携して行
う。

1
・友だちの成長みつけにはでき
るだけ付箋などを活用し，接触
を減らすようにする。

○あたらしい 1年生を　しょうたいしよう
　（p.120-121）
・入学する前の自分たちの様子を振り返
り，新しく入学してくる１年生のために今の
自分たちにできることを考え，実際に園児
を招いて学校生活を紹介したり，一緒に楽
しく活動したりして，関わり合うことを楽しむ
と同時に，自分たちの成長を感じることが
できる。

2

・状況をみて実施の可否を決め
る。
・実施する場合は，少人数で距
離をとる活動計画を行う。

○もうすぐ 2年生だね
　（p.122-123）
・２年生になったらやってみたいこと，挑戦
してみたいことなどを考え，話し合う活動を
通して，進級への思いをふくらませたり，新
しく入学してくる１年生のために自分たちに
できることを考えたりして，意欲的に生活し
ようとすることができる。

2

・家庭との連携をは
かり，家の人と話し
合って，２年生に
なったらやってみた
いことや意気込みな
どを自覚する。

1

・話し合いの時は班机にせず体
の向きだけをかけ，距離を保
つ。
・模造紙や付箋などを活用し，こ
こで確認できるよう設定する。

合計 80 14

教科書p.114-123
［８＋２］
※通常配当時数（10）

・１年間の自分自身の生
活や成長を振り返る活動
を通して，自分は多くの
人々に支えられているこ
とや自分でできるように
なったことがあることなど
に気付くとともに，自分の
生活やこれまでの成長を
支えてくれた人々への感
謝の気持ちをもち，これ
からの成長への願いと期
待をもって生活しようとす
ることができる。

も
う
す
ぐ
 
2
年
生


